
○阿見町の下水道事業と し て土地区画整理事業161haの雨水施設を整備。
○令和元年度台風21号関連の大雨時に調整池が効果を発揮し 浸水被害を防止。

新市街地浸水対策の効果事例 茨城県阿見町

・土地区画整理事業と併せて雨水対策施設工事を実施
・市街化により急激に増加する雨水流出量に対応するため、雨水管および
調整池を整備

・貯留容量合計 約15万

圏央道阿見東IC

雨水調整池



○市役所前通り 幹線流域内の合流式下水道区域では、 都市化の進展によ り 、 地表面に流出する 雨水量が増加し たこ
と に加え、 １ 時間雨量５ ０ mmを超える よ う な集中豪雨も 増加し ており 、 道路冠水や浸水被害が発生。

〇台風や集中豪雨などによ る 浸水被害を軽減する ため、 並木元町公園内に地下式雨水調整池（ 容量５ ， ８ ０ ０ ）
の整備を実施。

〇供用開始後、 局所的な道路冠水は発生し ている が、 浸水被害の軽減に寄与。

浸水対策に関する 効果事例 埼玉県川口市

平成２ ９ 年７ 月供用開始
以降、 調整池への流入
実績は２ ６ 回であり 、
本事業は当地区の浸水
被害を軽減。

浸水状況

・ 区域面積： 市役所前通り 幹線流域約９ ８ haの
う ち調整池へ流入する 約２ ４ ha

・ 供用開始： 平成２ ９ 年７ 月
・ 貯留能力： ５ ， ８ ０ ０

( 内径１ ８ ｍ×有効深２ ４ ． ５ ｍ)

整備状況（ 対象区域図・ 浸水区域等） 事業の概要

効果

台風第１９号では
調整池が満水

調整池流入回数

平成29年度 ８ 回

平成30年度 １ ２ 回

令和元年度 ６ 回

計 ２ ６ 回



○埼玉県蕨市北町１ 丁目わら び公園周辺では都市化の進展に伴い流出係数が増加し たこ と と 最近の設計雨量を超える 豪雨
によ り 浸水被害が発生。

○蕨市の下水道事業と し て、 被害を 軽減する ため浸水箇所に近接する わら び公園内に地下式雨水調整池を整備。
○ゲリ ラ 豪雨や台風など の大雨に対し て効果を発揮し 、 浸水被害の発生を軽減。

浸水対策の効果事例 埼玉県蕨市

雨水調整池
築造前

雨水調整池
築造後

凡例
浸水深さ
単位(m)
■： 0.25～0.50
■： 0.50～0.80
■： 0.80以上

凡例
浸水深さ
単位(m)
■： 0.25～0.50
■： 0.50～0.80
■： 0.80以上

北町の助縄幹線
流域14.65ha

北町一丁目雨水
調整池5,300m3

整
備
状
況

浸水シミュレーションにより当該流域（14.65ha）の浸水被害軽減を確認
流出解析モデルによる浸水シミュレーション 計画降雨条件 ５年確率 55mmm/h 流出係数C=0.65

整
備
後
の
実
績

効
果 調整池の整備に伴い、浸水被害の発生が軽減

平成25年10月16日
台風26号(1時間最大雨量34mm)

調整池完成前の浸水状況 調整池本体完成状況

※整備前は３０ｍｍ/ｈ程度の降雨で浸水被害が発生してい
たが、整備後は３０ｍｍ/ｈ以上の降雨合計１４回に対し浸水
したのは３回のみ
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令和元年10月12日発生台風19号における

新曽中央地区調整池内水位の変動

調整池内水位 降雨量（さいたま市）

○埼玉県戸田市消防本部周辺では、 台風やゲリ ラ 豪雨によ って毎年大規模な道路冠水が発生。
○戸田市の下水道事業と し て、 「 新曽中央地区調整池（ 貯留量1, 500 ） 」 を令和元年4月に整備。
○令和元年度の台風19号などで効果を発揮し 、 浸水被害を軽減。

調整池の効果事例 埼玉県戸田市

新曽中央調整池（貯留量1,500 ）
（内寸：高さ4.35m×幅9.0m×奥行39.0m）

新曽中央地区調整池

主要道路冠水箇所

新曽中央地区調整池

集水箇所

調整池流入経路

整

備

状

況

効

果

既存雨水排水施設で排水しきれなくなった雨水が、14時頃から調整池
へ流入。17時の時点で調整池内計画高水位（H=4.35m）を大きく超えて
満水となり、約1,755 を貯留。この量を道路冠水から軽減。

左図の時間ごとの調整池内水位と降雨量の数値

調整池最大貯留水位高5.8m

降雨量(m)内水位(m)

拡大

日時 内水位（ ｍ ）
降雨量( mm)
( さ いたま 市)

12日1時 0. 00 0. 5
2時 0. 00 0. 5
3時 0. 00 0. 5
4時 0. 00 2
5時 0. 00 0. 5
6時 0. 00 6. 5
7時 0. 00 11. 5
8時 0. 00 5
9時 0. 00 15

10時 0. 00 22. 5
11時 0. 00 13. 5
12時 0. 00 11
13時 0. 00 8. 5
14時 0. 12 21
15時 1. 64 36
16時 3. 52 22
17時 5. 00 21. 5
18時 5. 00 15
19時 5. 00 9
20時 5. 00 9
21時 5. 00 37
22時 5. 00 19
23時 5. 00 0. 5
24時 5. 00 0. 5

13日1時 4. 73 0
2時 4. 69 0
3時 4. 38 0
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前田南調整池
集水区域②

25. 12ha

○前田南地区において、 平成20年８ 月末豪雨（ 既往最大降雨76. 0mm/hr） によ る 管渠の能力を超える 降雨と 河川の溢水で大
規模な浸水被害が発生。

○前田南地区の雨水排除能力を補完する ための施設と し て、 前田南調整池を整備。
○平成26年７ 月供用開始以降、 当地区の床上・ 床下浸水被害報告は０ 件。

浸水対策に関する 効果事例 愛知県豊橋市

平成20年8月末豪雨

床上浸水区域

床下浸水区域

浸水区域

概要

施設 前田南調整池

集水区域面積 (ha) 62.82

貯留容量 (m3) 3,600

幅×高さ×延長 (m) 7.0×7.2×113

年月日
平成20年
8月28日

平成21年
10月7日

平成26年
10月5日

平成27年
8月30日

平成28年
7月9日

平成29年
10月29日

令和元年
7月4日

時間最大
雨量（mm）

76.0 10.0 44.0 41.0 38.0 37.0 39.0

50

74

124

5 0 0 00 0

供用開始以降、
床上・床下浸水被害の
報告なし！

前田南地区浸水対策事業

管渠の能力不足及び放流先河川（ 柳生川） への放流
規制によ り 排水が困難である こ と から 、 ５ 年確率降
雨（ 47. 4mm/hr） に対し て管渠の能力を超えた分を一
時的に貯留する 調整池を道路下に設置。

対象区域図（前田南地区）

前田南地区の浸水被害の比較

浸水状況

鍵田
ポンプ場

管渠

前田南調整池
集水区域①

37. 70ha



都市浸水対策の効果事例（令和2年7月豪雨）

○坪井川第3排水区（流域面積182.1ha）は、低平地であるとともに流下先の坪井川が感潮河川であるため、満潮
時には河川水位が上昇し、幹線水路からの排水が不能になり、25mm/h程度の降雨で浸水被害が発生する状況。
※平成9年7月の降雨（時間最大降雨39mm）により浸水被害が発生。
○熊本市は、5年確率計画降雨60mmに対応するため、「坪井川第3排水区雨水調整池（52,000㎥）」を整備。
○令和２年７月豪雨（時間最大降雨54mm）で効果を発揮し、浸水被害の発生を防止。

熊本県熊本市

浸水戸数

被害無し

H9.7.6
時間最大39mm

R2.7.24
時間最大54mm

雨水調整池の整備概要
●対策規模：60mm/h
●敷地面積：29,000m2

●貯留容量：52,000m3

●排水方法：ポンプ排水

▼ 雨水調整池の整備 ▼ 整備効果

H23.6.12 
時間最大降雨43mm/h

R2.7.24
時間最大降雨54mm/h

雨水調整池の整備前 雨水調整池の整備後

坪井川第3排水区雨水調整池の整備効果

雨水調整池の整備により、
令和2年7月24日の降雨
（時間最大54mm)において、
浸水被害は発生しておらず、
浸水対策の整備効果が得られた。

浸水対策の整備効果

約20戸

R2.6月より供用開始

坪井川

城山小学校

高橋小学校

雨水調整池

既設水路

貯留水深H=2.2ｍ

B=150ｍ
L=200ｍ

浸水被害無し


